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「リユース forきっず」報告書 

リユース forきっず代表 

NPO法人 sopa.jp理事長 

小田るい 

１．事業の目的 

 

１.１  モデル事業の背景にある課題 

 

（環境面について） 

 

＝地球環境の持続可能性が危ぶまれている＝ 

 世界的な人口爆発と経済発展により、地球環境を破壊しながら、資源を使い続けるくらしには限

界がきています。今のままでは近い将来、資源は枯渇してしまうかもしれません。 

 

＝循環型社会実現におけるリユースの重要性＝ 

 日本においても、平成 12 年、 国、地方公共団体、事業者や国民一人ひとりが責任を持ち、循環

型社会をつくるために「循環型社会形成推進基本法」が制定されました。その中で、循環資源の循

環的な利用及び処分の基本原則（第 7条)として、廃棄やリサイクルよりも、まずリユースを優先す

る事が掲げられています。 

 

＝リユース促進上の課題＝ 

リユースを促進することで事業を成り立たせている「リユース企業」がいますが、一般消費者や企

業が「リユース」を行うインセンティブが弱いために、十分な回収（仕入れ）ができていない事が

１つの課題になっています。 

 

（子どもの教育） 

＝20年後の世界＝  

子どもたちがおとなになった時の世界は、地球環境の持続可能性を維持していくための制度・ルー

ルがあらゆる生活の中で当たり前になり、人工知能やロボットなど更なる発展により ICT 技術と真

正面から向き合う必要に迫られます。 

 

＝子どもたちにとっての環境教育や ICT教育の必要性＝  

こどもたちの学力の基礎を築くためには、学校での教育は欠かせません。それに加えて、環境や情

報など新しい分野の知見を早い時期に体感できることが、将来を担うこどもたちには求められてい

ます。 
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＝学校教育における課題＝ 

教育の現場でも環境や情報教育の必要性は認識されているものの、ICT教育・環境教育の専門性の高

さ、導入費用、手間がかかることなどがハードルとなっているのが現状です。 

 

１.２  モデル事業で達成したいこと 

 

私たちは、リユースと子どもの教育という２つの課題を解決するために、『リユース forきっず』を

はじめました。 

 『リユース for きっず』は、リユース企業であるパシフィックネットさんやバリューブックスさ

んに協賛頂き、企業のいらなくなった情報機器のリユースや個人のいらなくなった本のリユースを

推進しながら、子どもたちを日々みている教育関係・団体へタブレットを寄付し、環境や ICT を楽

しく学び続けられるプログラムを無償で提供する新しい社会貢献のかたちです。 

 

１.３  モデル事業で検証したこと 

 

今回の検証にあたっては、新しい取り組みである『リユース for きっず』が、企業や個人に受け入

れられるかどうか、特に企業における『リユース forきっず』の導入可能性について検証しました。 

 

 

（三川公園サニースクールの環境学習の様子：子どもたちと土屋講師の集合写真） 
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２．事業内容 

企業から不要になったパソコン等を 10 台から回収するごとに教育機関に対してリユースパソコ

ンやタブレットを提供するとともに環境や ICTを楽しく学べるプログラムを提供しました。 

企業における情報機器のリユースの促進と子どもに対する環境学習の推進、子どもを通じた地域

住民のリユース促進を図ります。 

また、教育機関からは不要になったパソコンや本を回収し、リユース業者に売却することで、そ

れを活動資金として継続的にプログラムを提供します。 

 

２.２  事業のスキーム 

 

 
 

①協賛するかを決める 

不要なパソコンの処分方法として、環境に配慮でき処分コストも少ないリユースをし、更にその一

部を寄贈することで、子どもたちに教育プログラムを贈ることができます。 
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ポイント①：寄付プランについて 

リユースする情報機器のうち 10 台か 50 台を寄贈頂くことで、リユース for きっずに無償で協賛す

ることができます。 

 

 

 

ポイント②：社内調整時の事務局のサポート 

ＩＴとＣＳＲなど部門を越えて社内調整が必要な際は、事務局メンバーが説明のサポートをいたし

ますので、気兼ねなくご相談ください。 
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②不要なパソコンをリユースする 

不要なパソコンは、パシフィックネットが万全な情報セキュリティ体制のもと、リサイクル&リユー

スを行います。なお、回収からデータ消去までは無償で実施しますが、証明書発行のみ有償となり

ます。 

 

 

ポイント：万全のセキュリティ体制でのリユース＆リサイクル 

パシフィックネットのテクニカルセンターでは、万全な情報セキュリティ体制下でリサイクル&リ

ユースを行っています。 
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③こどもたちへプログラムを贈る 

1 社で 10 台寄付いただいた場合は 5 社合同開催で、1 社で 50 台寄付いただいた場合は１社単独開

催で、こどもたちへ 2台のタブレットと１つの教育プログラムを贈ります 

 

 

④活動報告書が届く 

寄付いただいた情報機器をリユースし、子ども向け教育プログラムを実施した後、活動報告書を電

子データにてお送りします。なお、オリジナルのデザイン、動画制作、印刷物など別途ご要望があ

る場合は有償での対応となります。 
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⑤不要な本をリユースする 

リユースｆｏｒキッズ ｂｙ ＢＯＯＫは、いらない本 5冊以上から寄付する事で、子どもたちに

プロ具ラムを贈ることができます。電話 1本でご自宅まで本を回収に伺い、買取金額を全額寄付す

ることができます。 

 

 

２.３  リユースの対象品 

情報機器（パソコン、タブレット、携帯、サーバー等） 

本 

 

２.４  リユース品の回収、支援先 

 

（企業からのリユース品の回収） 

◯宝印刷株式会社 

◯大手製造業 A社 

◯専門学校 B社（提案中） 

◯行政関連団体 C（提案中） 

◯サービス業 D社（提案中） 

◯地方自治体 E（提案中） 

◯大手通販小売業 F社（提案中） 

 

 

（支援先） 

◯港区 芝の家 16.01.20 24名 

環境教育「ゆかたから手ぬぐいをつくろう」  

 

◯海老名市 三川公園サニースクール 16.02.6 25名 

環境教育「五感体験・体感！自然塾」  

 

◯青梅市教育委員会（社会教育課）おうめ放課後こども教室夕やけランド 16.02.17 30名 

「タブレットで動物ものまねクイズ」  
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２.５  実施スケジュール 

事業開始後の計画通り、広報ツールと協賛企業開拓に力を入れ、実際に協賛先から回収し教育プロ

グラム提供を行う一連の流れを実施できました。 

 

（参考）事業開始時のアクションプラン 

 

 

 

２.６  事業の効果・課題の評価方法 

・リユースされた品目別件数の把握 

・リユースできなかった品目別件数の把握 

・協業先リユース企業における買取件数及び金額 

・プログラムに関与した協賛企業及び支援先における意識調査 
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３．実施体制 

sopa.jpメンバーである小田るい、板谷友香里がプロジェクト全体を取りまとめながら、松田・神

山・土屋がプログラムの開発・講師を、松田・ワクモコワークス・四ツ谷・渡辺さとしがクリエイ

ティブ制作を、協業企業であるパシフィックネットの杉様、バリューブックスの廣瀬様がリユース

対応を担当しました。 

 

◯小田るい sopa.jp理事長 

リユース forきっず代表 

 

◯板谷友香里 sopa.jp事務局長 

リユース forきっず事務局 

 

◯松田遥 フリーランサー 

リユース forきっず事務局補助。 

ウェブデザインを中心としたクリエイティブのディレクション。 

環境学習のコンテンツ開発、講師のコーディネイト及び講師。 

 

◯四ツ谷奈々 デザイナー 

ロゴ作成、チラシ、リーフレットの作成。 

 

◯ワクモコワークス ウェブデザイン 

リユース forきっずのコンテンツ検討。ウェブサイトの制作。 

 

◯渡辺さとし コピーライター 

リユース forきっずのコピーライティング。 

 

◯土屋一昭 一般社団法人森の演出家協会代表 

環境教育における自然体験教室のプログラムの開発及び講師。 

 

◯神山一郎 俳優・演出家 

ICT教育における ICTを活用したコミュニケーションのプログラムの開発及び講師。 

 

◯杉研也 ㈱パシフィックネット取締役 

企業向け情報機器を中心としたリユースに関わるアドバイザー。 

協業スキームの検討及び意思決定。プロジェクト推進にあたり社内の営業担当への対応。 

 

◯廣瀬聡 バリューブックス㈱ チャリボン担当者 

リユース forきっずとチャリ本の連携における各種調整。 
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４．事業の成果 

事前計画通り成果を実現できました。具体的には、宝印刷様の協賛により教育プログラムの実施

ができリユース forきっずのモデルを実現することができました。また、支援先にも好評な教育プ

ログラムと、広報ツールを一式用意することができました。 

 

 

４.１  主な活動成果の紹介 

４.１.１  企業からのリユース品の寄付 

 

◯宝印刷株式会社（実施済） 

IR・CSR等の印刷を手がけており、環境や教育への意識が高く、PCネットさんの紹介もありスピー

ディに協賛頂けた 

 

・リユースされた品目別件数の把握 

 携帯：30台 

 サーバー：30台 

 

・リユースできなかった品目別件数の把握 

 今回は、とくにリユースできないものは生じなかった。 

 

・協業先リユース企業での買取件数及び金額 

 携帯 30台 

 

・寄付されたもの 

 サーバー10台 
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◯大手製造業 A社（進行中） 

 

IT 部門担当者の方が前向きに協力頂いたものの、会社名の公表をする場合に各部署への調整が必

要なため、匿名を条件に 30台寄付頂いた 

 

・リユースされた品目別件数の把握 

 ノートパソコン：300台中 90台（見込み） 

 

・リユースできなかった品目別件数の把握 

 ノートパソコン：300台中 210台程度（見込み） 

 

・協業先リユース企業での買取件数及び金額 

 ノートパソコン 300台 

 

・寄付されたもの 

 ノートパソコン 30台 

 

◯専門学校 B（提案中） 

担当者はリユースを推進したいが、上長が廃棄のままでよいと思っているため、『リユース forきっ

ず』で専門学生にも貢献できるプログラムができればリユースが推進できるとご興味頂いた  

 

◯行政関連団体 C（提案中） 

昨年度に団体主催のイベントで教育プログラムを実施したことで実績を評価頂き、本年度では本

や情報機器のリユース活動など更に一歩踏み込んだ連携の形を検討して頂いている 

 

◯大手サービス業 D社（提案中） 

主力事業の付加価値強化の一環としてリユース for きっずにご興味を頂いた。運営する店舗での

本のリユース、ネットワークを活かした協賛企業探しを積極的に行って頂いている 

 

◯行政 E（提案中） 

慢性的な財政難で環境教育やタブレット導入などの予算が削減されている状況のため、リユース

forきっずにご興味を頂いている 

 

◯大手通販小売業 F社（提案中） 

既にリユースを行っているが社会貢献活動として、リユース forきっずにご興味を頂いている 
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４.１.２  リユース品を用いた環境教育 

 

○2016.2.6 三川公園サニースクール「五感体験・体感！自然塾」 

宝印刷様がサーバー30台、携帯 30台をリユースし、そのうちサーバー10台を寄付頂きました。

2016 年 2 月 6日に海老名市三川公園サニースクールで「五感体験・体感！自然塾」を実施しまし

た。総勢 25名程度の子どもと親が参加してくれました。 

 

 

 

○2016.1.20 芝の家「ゆかたから手拭いをつくろう」 

2016年 1月 20日に環境教育のコンテンツ開発の一環として港区の芝の家で「ゆかたから手ぬぐ

いを作ろう！」を実施しました。総勢 24名程度の子どもと地域の人が参加してくれました。 
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○2016.2.17 おうめ放課後子ども教室”夕やけランド” 

「タブレットで動物ものまねクイズ！」 

2016 年 2 月 17 日に ICT 教育のコンテンツ開発の一環としておうめ放課後子ども教室で「タブ

レットで動物ものまねクイズ」を実施しました。総勢 30 名程度の子どもが参加してくれました。

現地での WIFI環境に左右されないプログラム設計の必要性を認識できました。 

 

 

事業の効果・課題の評価今回は、サンプル数が少ないため定量調査ではなく、プロジェクトの

提案や実施にあたり、ヒアリングなどの定性調査によって事業の効果や課題をとりまとめた。 

 

（協賛企業について） 

プロジェクト開始時期は、教育プログラムの実績が不足し、チラシやウェブサイトなどの広報

ツールもなかったため、メリットよりもリスクの方を気にする企業が多かった。 

事業終盤にさしかかったころから、行政・企業等で協力的な担当者が現れた。共通するのは、リ

ユース forきっずの活動理念に賛同頂いていること。子どもの教育などへかけられる予算が限られ

る中で、リユース活動を行うことで、コストゼロで協賛できることにメリットを感じて頂いている

と実感した。 

一方で、共感頂いたメンバーが全社的な取り組みに展開する際に他部門への調整が生じることが

多かった。ただし、役員レベルの方に共感頂いた際には、スピーディに物事がすすむことを実感し

た。他部門への調整の際には、実際の教育プログラムやリユースを実施するセンターの見学をして

もらうことで前向きな姿勢に変化しうることがわかった。 

 

（支援先について） 

無償でプログラム提供を受けられることから興味関心が非常に高く、実施後の満足度も非常に高

かった。リユースタブレットについては、新品同様の品質・外観であることに驚かれていた。 
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（参考）三川公園サニースクールにおける意識調査結果 
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５．今後の検討課題（残された課題） 

 

 協賛企業を増やす 

 パシフィックネットさん経由の案件は今後も見込まれる 

⇒宝印刷様や大手メーカー様のご紹介 

 新たなリレーション構築を築く 

 単なる広告を投入しても反応は薄い 

⇒広告の実施。結果、反応ゼロ 

 支援を希望する団体から紹介で広がる可能性は高い 

⇒保育大手企業の方から問い合わせ中。先方取引先との連携の可能性も。 

 地域内での協賛呼びかけに可能性あり 

⇒専門学校様の地域貢献として地元企業・行政と連携して実施する案件 

⇒行政の環境分野の担当者や外郭団体との連携 

 

 協賛金を安定的に確保する 

 リユース forきっず by BOOKの活用 

 企業内で社員に対して不要な本の寄付を募る 

 支援先のリユース活動の一環として不要な本の寄付を募る 

 リユース forきっず by PCの改善 

 地域限定での個人向け不要 PC回収 

 協賛企業の規模が大きく回収 PCの品質が高い先を増やす 

 

 事務局の固定費を低減・賄う仕組みをつくる 

 業務プロセスを標準化・簡素化し、事務局運営費を削減する 

 

 行政からの運営委託費をもらう 

地域連携モデルを構築した後、リユース普及や地域活性化の取り組みを行政が推進していくた

めの事務局運営を担う 
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６．事業終了後の展開 

○地域連携モデルの推進 

リユース企業と sopa.jpで連携し一般企業のリユースを促進しその一部を寄付してもらいます。そ

して、行政に広報をお願いしながら地域のこどもたちへ教育プログラムを贈ります。更に、おとな

も巻き込み地域に活動を拡げていきます。 

 

 

 

○各ステークホルダーのメリットと役割 

各ステークホルダーが関わるメリットと現業の延長線上で取り組める仕組みを整えています。 
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○持続可能な取り組みのために必要な実施体制 

本事業は、回収サイクルが長く案件発生頻度が少ないのが特徴です。そのため、収益を確保するの

に時間を要してしまいます。そのため、持続可能な取り組み実現のためには費用の変動費化や固定

費削減が必要不可欠になります。 

 

 

○持続可能な取り組みを実現する収益モデル 

 

（事務局の収益モデル） 

今回、広報費や営業費を行政や企業と連携する事で削減し、プログラムの実施も変動費化していま

す。今後は、唯一の固定費である事務局費用を低減しつつ、案件当たりの協賛金を確保し、実施案

件を着実に増やしていくことが課題です。 
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（リユース企業の収益モデル） 

PCの場合もほんの場合も協業するリユース企業にとっても持続可能な協業スキームを構築していま

す 

   

 

 

◯今後のマイルストーン 

‘16 年にリユース for きっずの地域連携モデルを構築し’17 年に定着、’18 年に横展開を図る。

同時に、企業への継続的な関係構築で不要 PC のリユースを促進。’18 年度には支援先でのリユー

ス対象商品の拡張の検討をはじめる。 
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７．参考資料 

 

◯リユース forきっずとは 

 

企業で不要になったＰＣや、個人でいらなくなった本を寄付し、子ども達にＰＣ・タブレットをプ

レゼント。“モノを大切にする気持ち”や“ＩＣＴを使ったコミュニケーション”を楽しく学べるプ

ログラム機会を同時に提供します。 

 

 

 

◯リユース forきっず by PCの概要 

リユース forきっず by PC は、PCを 10台以上寄付することで、子どもたちに教育プログラムを贈

ることができます。30台以上寄付頂いた場合は、プログラムを要望にあわせ企画することも可能で 

す。 
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◯リユース forきっず by BOOK の概要 

リユース for きっず by BOOK は、いらない本 5冊以上から寄付することで、子どもたちにプログラ

ムを贈ることができます。電話 1 本でご自宅まで本を回収に伺い、買取金額を全額寄付することが

できます。 

 

 

 

○子どもに教育プログラムを贈る 

 

 

 

○教育プログラムの講師紹介 

豊富な経験・実績のある講師が、子ども向けの環境教育・ICT教育を担当しています。 
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○教育関係・団体が教育プログラムを受ける方法 

私たちは、リユース for きっずの理念に共感いただき、こどもたちへ環境教育やＩＣＴ教育を積極

的かつ持続的に行っていく意志がある教育機関、団体様にできるだけ門戸を広げる形でプログラム

を提供したいと考えています。 

 

 

 

 


